
令和６年度 第１回羽島市子ども・子育て会議 会議録（要旨） 

 

日  時 令和６年８月２７日（火）午後 1時 30 分～午後 2時 30 分 

場  所 羽島市役所 ４階 第１委員会室 

出 席 者 （委員）出席者８名 

布原佳奈会長、髙砂房子副会長、浅野直美委員、里雄敬意委員、安

藤理加委員、長島秀賢委員、浅野美保委員、長谷恵美委員 

（事務局)１２名 

松井市長、熊崎健幸福祉部子育て･健幸担当部長、高橋教育委員会事

務局次長(兼)学校教育課長、高田子育て･健幸課長、國井子育て･健

幸課健幸担当課長、牧野福祉課長、佐藤保険年金課長、加藤子育て･

健幸課子ども家庭センター所長、衣斐子育て･健幸課子ども家庭セン

ター所長補佐、八島子育て･健幸課課長補佐(兼)子育て支援係長、小

森子育て･健幸課幼保支援担当課長補佐、山北子育て･健幸課手当係長 

内  容 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１）第２期羽島市子ども・子育て支援事業計画の評価について 

―事務局より資料に基づき説明― 

 

（委員）家族だけの子育てや父子家庭の方など、子育ての孤立化を心配

している。そんな中、羽島市の病児保育は小学校３年生までの利用とな

っており、４年生以上は対象外のため市に検討をお願いしたい。また、

放課後の過ごし方について、昔より外で遊ぶ機会が減っており、家でゲ

ームをしたりして過ごす状況になってしまっているので、何とか外に出

る機会が生まれるとよいと思う。こども食堂、児童センターなどのほか、

コミセンや公民館などを活用し児童が集える場所を作ってほしい。 

 

（事務局）４年生以上の児童に対しては他の事業、例えばファミリ

ーサポートセンター事業等のご案内をしています。病児保育の４年

生以上の利用については、施設の環境等の課題もあることから今後

研究していきたい。 

また、児童の居場所について大切であると認識しており、児童セ

ンター、放課後児童教室、こども食堂など様々な選択肢の中から選

んでいただけるよう、できる限り充実させていきたいと考えている。 

 

（委員）市内に児童センターは１か所で、児童センターから遠く離

れた児童は、児童のみでなかなか校区外へ出て児童センターへ行く

ことは困難であると思う。各地区ごとに児童センターを設置するこ

とも難しいと思うので、何か児童が移動しやすい工夫はできないか。 



（事務局）児童センターに近い校区の児童の利用が多い傾向がある

が、移動については自転車などの移動もあると思うが、公共交通機

関を利用できる年齢の児童であれば、ご案内することも１つの方法

であると考えている。 

 

（委員）以前、外国の施設を見学した時に、小学校の児童が放課後

になると集まったり、勉強したり、遊んだりする居場所があり、ボ

ランティアの人たちが携わり成り立っている居場所であった。ボラ

ンティアによる運営は難しい面もあると思うが、そのような居場所

があったら良いと感じている。 

 

（事務局）近年、アンケート調査の回収率が以前と比べると非常に

低く推移してきている。その一方、課題もあるが主要事業評価にお

いて、概ね良好に推移している。そんな中、今後の子育て支援のあ

り方について、以前であれば地区の集会施設などに集まり、こども

達や役員の方を含め多世代でレクリエーションなどを実施していた

が、現在では担い手不足が非常にあると感じている。また、病児保

育など、市単独で事業が困難な対応については、羽島市を含め広域

で実施していくことは大切であると考えている。 

さらに、本市の出生数は減少傾向であるが、その反面、子育て世

帯の転入は増加傾向であると感じている。ただし、将来的には小規

模な施設についてはバスの運行や施設の統廃合も考えていく必要が

あるとも感じている。 

なお、情報発信について市としても常日頃行っているが、今後も

情報発信の充実に努めていきたいし、市では子育て支援企業認証・

表彰制度を実施していることから、子育てと女性の就労等の点につ

いても拡大に向けていきたいと考えている。 

 

 

（２）（仮称）羽島市こども計画の策定について 

―事務局より資料に基づき説明― 

 

（委員）事例として、父親が育休を２か月取得したケースが最近あ

った。出生後から２か月間の育休取得であったため、母親は実家へ

帰っており、１日に２～３時間程、父親は面会に行くだけという状

況であった。結果的に、父親はゲームやレジャーに時間を費やすこ

とが多くなった事例もあり、育休の取得は良いことであるが、取得

のタイミングなどをよく話し合って、効果的に取得することも大切

であると感じた。 

 

 



（委員）子宮頸がんワクチンが再開になったが、羽島市の接種割合

はどれくらいか。 

 

（事務局）高校１年生の接種完了の割合については、令和元年が

0.3％で令和 5 年度が 15.6％であった。また、令和 4年度のキャッチ

アップ接種については 29.1％で、令和 5 年度は令和 4 年度と比べ接

種完了の割合は減っている。キャッチアップ接種の期限もあること

から、できる限り周知に努めている。 

 

４ その他 

―事務局より今後の会議日程等を報告― 

 

５ 閉会 

 

 


